
成果
・振り返り，教訓抽出への意識向上（アンケート結果による）

課題
・①，②で期待した，次の学びにつながる気づきの記入が少なく
表面的な事実のみの記入が多く見られた
・③が②と対応しておらず，形だけの取り組みとなってしまう生徒が
多数見られた
・提出物の評価に追われ，生徒の実態に即した指導が不十分

成果
（1） 振り返りを活かして課題を設定する生徒の増加
（2） 理解するための工夫や気づきをノートに記入する生徒の増加

（1） （2）

（3） 振り返り，教訓抽出への意識の更なる向上（アンケート結果）

課題
望ましい学習行動が継続されるような生徒への働きかけの工夫
これまでの取り組み方を変えようとしない生徒への対応
課題に取り組まない生徒への対応
点検，指導する教員側の負担の軽減（スリム化の検討）

学習後に学びを振り返り，次の学習をより良く進める
ための気づき（教訓）を得ている

答え合わせをするときには解答をよく読んで大切なポイ
ントや得られた教訓，気づきを書き込むようにしている

回を追うごとに肯定的な回答が増加

数学に対する望ましい学習観に基づく
主体的な学習サイクルの確立

東京電機大学中学校・高等学校 星野 智

課題意識
・ 授業外の学習で，より良い学び方の獲得につながる取り組み
が十分になされていない不安感
・授業後に書かせてきた振り返りを，次の学びの改善につなげ
られていない（振り返りの記述が目的化している）

対象
■対象：高校1年生 234名

中高一貫生4クラス（内 1クラスは習熟度上位 ）
高校入学生3クラス

■実践期間：令和4年度 4月～12月

実践 （1学期）
（A）授業後に，次の①～③をノートに記入させる
①今日の授業でわかったこと
②今日の授業でわからなかったこと＋自分の弱いところ
（それがなければ，さらにやってみたいこと）
③②に基づいて設定した学習課題（具体的に）

（B）③で設定した課題を家庭学習で取り組む

（A），（B）とも写真を撮りロイロノートで提出（毎時）→ 点検，評価

実践 （2学期）
1学期からの変更点
（A） 振り返りの記述指示を具体化，焦点化

（B） 評価基準（望ましい取り組み）の明示と，生徒の取り組み
状況に応じた評価基準の修正・指導

（C） 振り返りを共有する機会を毎時設定
①，② ・・・良い例を電子黒板やロイロノートで提示
③ ・・・授業開始時に前時の③を小グループで発表・評価

取得したデータ（効果検証で活用）
・毎授業後の生徒の振り返りおよび宿題ノートの画像
・定期考査ごとに回収している問題集ノートの画像
・アンケート調査（４月，９月，１２月）

実践のねらい
・自分の理解状況の把握につながる振り返りを行う力の育成

・成長のために必要な学習課題を自分で決めて実行する力の育成
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